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個人経営に関する利子助成評価のための調査票 
経営診断と評価分析に必要ですので、青色申告されている方は、平成 21年分所得税
青色申告決算書（農業所得用）の１ページ目の損益計算書のコピーの同封をお願い

します。 （注）２ページ以降の内訳明細書等は必要ありません。 
 
Ⅰ 事業実施とその効果について  
１．平成 19年度の投資で事業費の最も大きかったものに、○をつけて下さい 

 
ア 土地改良 イ 建物・施設の取得 
ウ 農機具等の取得 エ 運搬用機具の取得 
オ 農業用資材の取得 カ 果樹等の植栽育成 
キ 家畜の購入 ク 農地取得 
ケ その他  

 
２．平成 19年度の投資の主なねらいは何でしたか 
主なねらいに◎、副次的なねらいに○をつけて下さい 
ア 経営規模の拡大による生産量・販売量の増加 
イ 新規部門（品目）の導入による経営の複合化 
ウ 生産方法の改善等による生産効率の向上、または生産物の品質向上 
エ 大型機械、または運搬機具の導入による作業の効率化・省力化 
オ 公害防止施設等の導入による糞尿処理の効率化・合理化 
カ 出荷・販売施設等の整備による出荷・販売体制の強化 
キ 加工施設等の導入による付加価値の増加 
ク 情報管理機器の導入による経営管理能力の向上 
ケ その他   
 

3．投資のねらいの達成状況はいかがですか 
① 主な投資のねらいについて 
ア 十分に達成できた イ ある程度は達成できた 
ウ 余り達成できなかった エ ほとんど達成できなかった 

 
② 副次的な投資のねらいについて 
ア 十分に達成できた イ ある程度は達成できた 
ウ 余り達成できなかった エ ほとんど達成できなかった 
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４．前問（３－①）で、アまたはイと回答された方にお尋ねします 
投資のねらいの達成は、平成 21年の売上高や農業所得の増加に寄与しましたか 
ア 寄与している イ 寄与していない ウ どちらとも言えない 

 
５．前問で、イまたはウと回答された方にお尋ねします。 投資のねらいは達成した 
が、売上高や農業所得の増加に寄与しなかった理由は何ですか 
ア 生産物の販売量は増加したが、販売価格の低下が大きかった 
イ 生産の拡大過程にあり、21年の時点では売上高の増加に結びついていない 
ウ 経営改善の過程にあり、21年の時点では売上高の増加に結びついていない 
エ 継続的な投資計画であり、単年度の投資では売上高の増加に結びつかない 
６．投資前と比べた平成 21年の経営状況 （各項目に○をつけて下さい） 
① 経営実績について 

 良くなった 変わらない 悪くなった 
経営実績    
資金繰り    
経営環境    
時間的なゆとり    
 上がった 変わらない 下がった 
生産物の販売価格単価    
生産費の購入単価    
② 今後の経営の見通しについて 
ア 良くなると思う イ 変わらないと思う ウ 悪くなると思う 

 
７．昨年（平成 21年）の経営環境とその対策 
① 経営に大きな影響を与えたものに○をつけて下さい（複数回答可） 
ア 原油価格の高騰 イ 穀物価格の高騰 
ウ その他の資材価格の高騰 エ 食品偽証・偽装問題 
オ 鳥インフルエンザ等風評被害 カ 輸入農産物の増加 
キ 販売価格の低下 ク 不況下での消費減退 
ケ 天候・自然災害 コ その他（          ）

 
② 前問で○をつけた中で最も大きな影響を受けたものに対する対応策 
ア 経営を縮小した イ ほかの経営費を削減した 
ウ 幸い、農産物価格に転化できた エ 規模拡大で対応した 
オ これまでの蓄えで対応した カ 運転資金等の借金で対応した 
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Ⅱ 当協会の利子助成金交付制度について 
１．平成 19年度に融資をうける際、当協会の利子助成制度を知っていましたか 
ア 説明会やパンフレットで知っていた 
イ 資金の借入れ相談の時に聞いて知った 
ウ 借入れ申込の時に聞いて知った 
エ 貸付実行の時に聞いて知った 
２．当協会の利子助成制度の効果についてどのようにお考えですか（複数回答可） 
ア 利子助成金の交付により金利が安くてすみ、負担の軽減になる 
イ 資金借入れによる経営改善の意欲を起こさせる 
ウ 今までより使い易くなった 
エ 認定農業者への支援措置の 1つとして有効な制度である 
オ その他 
３．認定農業者向け資金及び利子助成金交付の制度にどのような感想をお持ちですか 
（該当するもの全てに○をつけて下さい） 
ア 認定農業者向け資金及び利子助成金交付の制度に満足している 
イ 実際に利用してみて経営改善の効果があったことに満足している 
ウ 経営改善資金計画書の作成が大変だった 
エ 審査等に時間がかかった 
オ その他 

 
４．19年度から 21年度に当協会の助成で実施した認定農業者向け資金（スーパーＬ
資金及び農業近代化資金）の「無利子化措置」をご存知ですか 
ア 知っている （次の設問に答えて下さい） 
イ 初めて聞いた 
５．無利子化措置により、融資（利子助成）を受けた方にお尋ねします 
ア 無利子なので投資を考えてみた 
イ もっと先で計画していたが、無利子なので実施を早めた 
ウ もともと実施を計画していた 
６．投資額について 
ア 無利子なので投資額を増やした 
イ 投資額は変えなかった（考慮しなかった） 

 
７．無利子化措置はどのようなことに役立ちましたか（記述できる方のみ、簡潔に） 

 
 



 4

８．農業経営にインターネットを活用しているかどうかお尋ねします 
ア ホームページ（ＨＰ）を開設している 
イ ＨＰは開設していないが、農業経営にインターネットを活用している 
ウ 農業経営にインターネットは使っていない 
９．前問で、アまたはイと回答された方にお尋ねします。何に活用していますか 
該当するもの全てに○をつけて下さい。（ ）内にも○をつけて下さい。 
ア 情報入手（・行政情報 ・技術関係 ・気象 ・マーケット情報 ） 
イ 経営管理（・青色申告、税務管理 ・経営収支表の管理 ） 
ウ 販売関係（・受発注 ・出荷予約 ・消費者との交流 ・農場紹介 ） 
エ 経営診断（・経営診断 ・技術診断 ） 
 
Ⅲ 農業経営について 
１．経営規模（最も大きな経営部門のみ記入して下さい：おおよそで結構です） 
経営面積 ａ 耕種部門：最も大きな経営部門の作付面積 
施設面積 ㎡ 施設部門：最も大きな経営部門の栽培用施設面積 
飼育頭数 頭 畜産部門：最も大きな経営部門の年間平均飼育頭数 

 
２．家族の年間農業従事日数と雇用（おおよそで結構です） 

1人目 日  従事者数 延べ日数 
2人目 日 常時雇用 人 人日

家 
族 
残り全員 日

 
雇 
用 
者 臨時雇用 人 人日

 
３．平成 21年の経営内容（おおよそで結構です） 
青色申告決算書には書いていないので、下記についても記入方お願いします。 
借入金の年間償還額 千円 当年の元金返済額です 
家計費の年間額 千円 おおよそで結構です。 

 
当協会の利子助成や関連する事柄についてご意見・ご要望をお聞かせ下さい 

 
 
 

発送 NＯ  受付 NＯ  登録 NＯ  

お名前   
お忙しいところ、ありがとうございました
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法人経営に関する利子助成評価のための調査票 
利子助成後の経営動向を把握したいので、『平成 21年決算報告書』のコピーの同封
をお願いします（期間は１月～12月、4月～3月など 1年間であれば全て可）。 
（注）法人により決算報告書の構成が異なりますが、貸借対照表、損益計算書、販

売及び一般管理費内訳書、製造原価報告書に当たるところのみ、お願いします。 
 
Ⅰ 事業実施とその効果等について  
１．平成 19年度の投資で事業費の最も大きかったものに○をつけて下さい 
ア 土地改良 イ 建物・施設の取得 

ウ 農機具等の取得 エ 運搬用機具の取得 

オ 農業用資材の取得 カ 果樹等の植栽育成 

キ 家畜の購入 ク 農地取得 
ケ その他  

 
２．平成 19年度の投資のねらいは何でしたか 
 主なねらいに◎、副次的なねらいに○をつけて下さい 
ア 経営規模の拡大による生産量・販売量の増加 
イ 新規部門（品目）の導入による経営の複合化 
ウ 生産方法の改善等による生産効率の向上、または品質向上 
エ 大型機械、または運搬機具の導入による作業の効率化・省力化 
オ 公害防止施設等の導入による糞尿処理の効率化・合理化 
カ 出荷・販売施設等の整備による出荷・販売体制の強化 
キ 加工施設等の導入による付加価値の増加 
ク 情報管理機器の導入による経営管理能力の向上 
ケ その他   
 
３．投資のねらいの達成状況はいかがですか 
① 主な投資のねらいについて 
ア 十分に達成できた イ ある程度は達成できた 
ウ 余り達成できなかった エ ほとんど達成できなかった 

 
② 副次的な投資のねらいについて 
ア 十分に達成できた イ ある程度は達成できた 
ウ 余り達成できなかった エ ほとんど達成できなかった 
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４．前問（３－①）で、アまたはイと回答された方にお尋ねします 
投資のねらいの達成は、平成 21年の売上高や営業利益の増加に寄与しましたか 
ア 寄与している イ 寄与していない ウ どちらとも言えない 

 
５．前問で、イまたはウと回答された方にお尋ねします 
投資のねらいは達成したが、売上高の増加に寄与しなかった理由は何ですか 
ア 生産物の販売量は増加したが、販売価格の低下が大きかった 
イ 生産の拡大過程にあり、21年の時点では売上高の増加に結びついていない 
ウ 経営改善の過程にあり、21年の時点では売上高の増加に結びついていない 
エ 継続的な投資計画であり、単年度の投資では売上高の増加に結びつかない 
６．投資前と比べた昨年（平成 21年）の経営状況 （各項目に○をつけて下さい） 
① 経営実績について 

 良くなった 変わらない 悪くなった 
経営実績    
資金繰り    
経営環境    
時間的なゆとり    
 上がった 変わらない 下がった 
生産物の販売価格単価    
生産費の購入単価    
② 今後の経営の見通しについて 
ア 良くなると思う イ 変わらないと思う ウ 悪くなると思う 

 
７．昨年（平成 21年）の経営環境とその対策についてお尋ねします 
① 経営に大きな影響を与えたものに○をつけて下さい（複数回答可） 
ア 原油価格の高騰 イ 穀物価格の高騰 
ウ その他の資材価格の高騰 エ 食品偽証・偽装問題 
オ 鳥インフルエンザ等風評被害 カ 輸入農産物の増加 
キ 販売価格の低下 ク 不況下での消費減退 
ケ 天候・自然災害 コ その他（          ）

 
② 前問で○をつけた中で最も大きな影響を受けたものに対する対応策 
ア 経営を縮小した イ ほかの経営費を削減した 
ウ 幸い、農産物価格に転化できた エ 規模拡大で対応した 
オ これまでの蓄えで対応した カ 運転資金等の借金で対応した 
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Ⅱ 当協会の利子助成金交付制度について   
１．平成 19年度に融資をうける際、当協会の利子助成制度を知っていましたか 
ア 説明会やパンフレットで知っていた 
イ 資金の借入れ相談の時に聞いて知った 
ウ 借入れ申込の時に聞いて知った 
エ 貸付実行の時に聞いて知った 
２．当協会の利子助成制度の効果についてどのようにお考えですか（複数回答可） 
ア 利子助成金の交付により金利が安くてすみ、負担の軽減になる 
イ 資金借入れによる経営改善の意欲を起こさせる 
ウ 今までより資金が使い易くなった 
エ 認定農業者への支援措置の 1つとして有効な制度である 
オ その他 
３．認定農業者向け資金及び利子助成金交付の制度にどのような感想をお持ちですか 
（該当するもの全てに○をつけて下さい） 
ア 認定農業者向け資金及び利子助成金交付の制度に満足している 
イ 実際に利用してみて経営改善の効果があったことに満足している 
ウ 経営改善資金計画書の作成が大変だった 
エ 審査等に時間がかかった 
オ その他 
 
４．19年度から 21年度に当協会の助成で実施した認定農業者向け資金（スーパーＬ
資金及び農業近代化資金）の「無利子化措置」をご存知でしたか 
ア 知っている （次の設問に答えて下さい） 
イ 初めて聞いた 
５．無利子化措置により、融資（利子助成）を受けた方にお尋ねします 
ア 無利子なので投資を考えてみた 
イ もっと先で計画していたが、無利子なので実施を早めた 
ウ もともと実施を計画していた 
６．投資額について 
ア 無利子なので投資額を増やした 
イ 投資額は変えなかった（考慮しなかった） 
 
７．無利子化措置はどのようなことに役立ちましたか（記述できる方のみ、簡潔に） 
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８．農業経営にインターネットを活用しているかどうかお尋ねします 
ア ホームページ（ＨＰ）を開設している 
イ ＨＰは開設していないが、農業経営にインターネットを活用している 
ウ 農業経営にインターネットは使っていない 
 
９．前問で、アまたはイと回答された方にお尋ねします。何に活用していますか 
該当するもの全てに○をつけて下さい。（ ）内にも○をつけて下さい。 
ア 情報入手（・行政情報 ・技術関係 ・気象 ・マーケット情報 ） 
イ 経営管理（・青色申告、税務管理 ・経営収支表の管理 ） 
ウ 販売関係（・受発注 ・出荷予約 ・消費者との交流 ・農場紹介 ） 
エ 経営診断（・経営診断 ・技術診断 ） 
 
 
Ⅲ 農業経営について 
１．法人の概要     
① 設立年     ：      年 
② 資本金（現在） ：      千円 
③ 法人の構成   ： 構成戸数   戸   構成員   人 
 
２．現在の法人従事状況 
区 分 法人事業への従事状況 従事者数 年間従事日数合計 

年間の従事日数が 150日以上   人 延べ合計   日
構成員 

年間の従事日数が 150日未満   人 延べ合計   日
常時雇用と研修生（150日以上）   人 延べ合計   日

雇 用 
臨時的な雇用   人 延べ合計   日

 
３．経営の多角化の状況 
同一経営体（関連会社を除く）が実施している事業すべてに○をつけて下さい 
ア 生産 イ 販売 
ウ 加工 エ 観光等 
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Ⅳ 法人化の動機及びメリット 
１．法人化以前の形態  （ ）も該当するものがあれば○をつけて下さい 
ア 新規に農業分野に進出した 
イ 単独の個人経営から法人経営に移行した 
ウ 複数の個人経営が合併して法人を作った（ ・協業経営型 ・集落型 ） 
エ 作業受託部門等経営の一部を法人化した（ ・単独 ・複数 ） 
オ その他 

 
２．法人化の契機 
ア 経営の安定・発展を図るため自発的に決めた 
イ 先進地視察または優良農家の事例を知り自発的に決めた 
ウ 農家の話し合いの中で法人化がでた 
エ 行政機関、普及所のすすめ 
オ 農協のすすめ 
カ 税理士・会計士など行政、農協以外のすすめ 
キ その他  《 具体的に：                    》 

 
３．法人化の目的  （該当するもの全てに○をつけて下さい） 
ア 税金対策のため 
イ 規模拡大等経営発展のため 
ウ 融資・補助事業を活用しやすくするため 
エ 経営管理をしやすくするため 
オ 取引等信用面の強化を図るため 
カ 労働力の確保、就労面での合理化を図るため 
キ その他  《 具体的に：                    》 

 
４．法人化の際に必要と思われた支援策 （該当するもの全てに○をつけて下さい）

ア 法人設立、法人化のメリット等の講習会 
イ 法人化の手続き上の助言・指導 
ウ 税務・経理処理、労務管理等の助言・指導 
エ 人材育成にかかわる講習会等 
オ 先進事例、活動事例の紹介 
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５．法人化してあったと思われるメリットは何ですか 
（ ）内の具体的な内容で該当するものがあれば、全て○をつけて下さい 
ア 税制 （ ・法人税率の適用 ・赤字決算の繰り越し控除が７年、 

・事業税の非課税 ・役員報酬等の損金参入 ・その他 ） 
イ 融資限度額の拡大（ ・農業経営基盤強化資金（Ｌ資金） ・農業近代化資金） 
ウ 社会補償の充実  （ ・社会保険制度への加入 ・就業条件の整備 ） 
エ 経営管理面の強化 （ ・経理 ・経営内容の明確化 ・合理的運営 ） 
オ 対外信用力の向上 （ ・金融機関 ・取引先 ・地域社会 ） 
カ 農地の拡大    （ ・利用集積がしやすい ・農地の取得が可能 ） 
キ 人材確保  （ ・幅広い人材確保 ・後継者確保 ・新規就農の受け皿 ） 
ク 自己資本の増大による経営の安定 
ケ 会議の出席等情報を得る機会が増加 
コ その他  《 具体的に：                    》 

 
６．法人化してあったと思われるデメリットは何ですか 
ア 特に、デメリットはない 
イ 税制       《 具体的に：                》 
ウ 社会補償関連   《 具体的に：                》 
エ 経営管理費面   《 具体的に：                》 
オ 対外関係     《 具体的に：                》 
カ 農地の貸借・取得 《 具体的に：                》 
キ その他      《 具体的に：                》 
 
 
当協会の利子助成や関連する事柄についてご意見・ご要望をお聞かせください 

 
 

 
 

発送 NＯ  
受付 NＯ  登録 NＯ  

法人名   

お忙しいところ、ありがとうございました 
 

 


